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３ 要旨

ハクサイダニが発生したハウスでは、多数の休眠卵が産みつけられており、翌年続けて栽培すると被害の拡大が懸念

される。同ハウスで夏秋トマトを栽培し(5月20定植)、栽培終了後（9月13日）にカーバムナトリウム塩液剤(キルパー)で古

株枯死処理（トマトに登録あり）を実施することにより(図1)、ハクサイダニ休眠卵のふ化率が低下し(表1）、後作のシュン

ギク、コマツナ（11月22日定植）への本種の寄生も少なくなった（図2）。
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図2 ハクサイダニ卵に対するカーバムナトリウム塩液剤の効果
9月13日に薬剤処理、12月6日に寄主植物への寄生状況を調査した。

処理方法１ Ⅰ 100 0
Ⅱ 100 0

処理方法2 Ⅰ 100 0
Ⅱ 100 2
Ⅲ 100 28

無処理 Ⅰ 100 37
Ⅱ 100 68
Ⅲ 100 75

2013年9月13日に薬液処理、5日後に開放した。
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第1表　カーバムナトリウム塩液剤のハクサイダニ
卵へのくん蒸効果

処理方法1：ハウス内で倒したトマト株に
ビニール被覆後薬剤処理

処理方法2：トマトを倒さずに
ハウスごと薬剤処理

図1 薬剤の処理方法
2013年9月13日にカーバムナトリウム塩液剤(60ml/㎡)を50倍に希釈し

てマルチ内の潅水チューブより注入した。5日後に開放した。


